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「アンケート調査にご協力をお願いします」

この度、202５年度（令和７年度）からの

「第３期千歳市子ども・子育て支援事業計画」の策定にあたり、

就学前のお子さんの教育や保育、市の子育て支援事業等について

「現在の利用」と「今後の利用の希望」を把握する調査を実施し、

皆さんのご意見を、計画に反映させていきたいと考えております。

日々のお仕事や子育てにお忙しい中で、恐縮ではありますが、

お子さんと保護者の皆さんを支える市政のための調査にご協力をお願いします。

    令和５年１２月  千歳市長  横田 隆一

【 ご記入前にお読みください 】

１．この調査票は、４月１日現在の就学前のお子さんのうち、無作為に抽出した１,５００のご家庭に送付してい

る「千歳市の調査票」です。回答者が特定されたり、他の目的に利用したりすることはありません。

２．宛名のお子さんの保護者の方がご記入ください。調査票の「お子さん」とは宛名のお子さんを指します。

３．ご回答は、選択肢の番号に○印をつけていただく場合と、数字などをご記入いただく場合があります。

４．数字で時間（時刻）をご記入いただく場合は、２４時間制（例：午後６時⇒１８時）で、また、数字は一枠

に一字でご記入ください。

５．この調査は、皆さんの将来の利用の可否を決定するものではありません。

６．利用の希望を把握するための調査ですが、より現実的な意向を把握するため、利用に当たっては「保育料」

などの一定の負担が生じることを念頭にご回答されるようご協力願います。

７．ご記入が済みましたら、同封の返信用封筒に入れて、

1 月１９日（金）までにご投函くださいますようお願いいたします。

８．ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお願いします。

  《お問い合わせ先》 千歳市 こども政策課 こども政策係 電話：０１２３ - ２４ - ０３４１（直通）

     ＦＡＸ：０１２３ - ２３ – ６７００ メール：kodomoseisaku@city.chitose.lg.jp

千歳市子ども・子育て支援
アンケート（案）
～お子さんと保護者の皆さんを支えるまちづくりのための調査～

子ども・子育て会議委員の皆様へ

調査票（素案）をご一読いただき、内容や見やすさ、わかりづらいなど、忌

憚のないご意見を会議当日にいただきたく、よろしくお願いいたします。

（千歳市こども政策課こども政策係）

資料４別紙１



2

問１ どちらの地域にお住まいですか。次の通学区域を参考に、１～８の中学校区からお選びください。

（あてはまる番号 1 つに○ ）

中学校区 【参考】通学区域

１．千歳中学校区
本町、真々地、東雲町、朝日町、清水町、幸町、千代田町、栄町、末広、北栄、新富、北斗１・

２丁目、錦町、春日町、緑町、大和、桂木、新星、蘭越、支笏湖温泉、平和

２．青葉中学校区 青葉、日の出、旭ヶ丘、住吉、東郊、豊里､梅ヶ丘､弥生､寿､流通､根志越(一部)､祝梅(一部)

３．富丘中学校区
稲穂､花園､高台､富丘､あずさ､清流､幸福､北信濃(一部)､都(一部)､根志越(一部)､祝梅(一部)､泉

郷､中央

４．北斗中学校区 信濃、富士、北斗３～６丁目、自由ヶ丘、桜木、北信濃(一部)、上長都(一部)

５．向陽台中学校区 若草、白樺、里美、文京、柏陽、福住

６．勇舞中学校区 北光､北陽､長都駅前､勇舞､みどり台北､みどり台南､北信濃(一部)､上長都(一部)､長都､釜加､都(一部)

７．東千歳中学校区 東丘、新川、幌加、協和

８．駒里中学校区 駒里

お住まいの地域について

いただいた回答は、地域の子育て支援の充実に生かされます！

千歳市

「千歳市子ども・子育て会議」（※1）

調査等によって把握された利用
希望等を考慮して、今後の計画

を策定

第３期千歳市子ども・子育て支援事業計画
～ ５か年計画 ～

幼児期の学校教育・保育や地域の子育て支援について

・量の見込み（利用状況＋利用希望）

・確保方策（確保内容＋実施時期）等を記載

子育て家庭

回答

調査票を送付

・幼稚園
・保育所

・認定こども園

・小規模保育

学童クラブ、子育て支援センター、一時預かり、
病児・病後児保育 等

計画に基づいて

整備

利用

アンケートが始まります。
ここからご回答ください。

※1：子ども・子育て支援法に基づき設置した市長の附属機関。
教育・保育施設の利用定員の設定や「子ども・子育て支援
事業計画」の策定等について意見を述べる役割等がある。
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問２ 宛名のお子さんの生年月日は、次のうちのどれに該当しますか。（ 1 つに○ ）

１．令和４年４月２日 ～ 令和５年４月１日 ２．令和３年４月２日 ～ 令和４年４月１日

３．令和２年４月２日 ～ 令和３年４月１日 ４．平成３１年４月２日 ～ 令和２年４月１日

５．平成３０年４月２日 ～ 平成３１年４月１日 ６．平成２９年４月２日 ～ 平成３０年４月１日

問３ この調査票にご回答いただいている方はどなたですか。お子さんからみた関係でお答えください。（ 1 つに○ ）

１．母親 ２．父親 ３．その他（         ）

問４ この調査票にご回答いただいている方の年代についてお答えください。（ 1 つに○ ）

１．１０歳代 ２．２０歳代 ３．３０歳代

４．４０歳代 ５．５０歳代 ６．６０歳以上

問５ お子さんを含む家族構成についてうかがいます。（ あてはまる番号 1 つに○をつけ、お子さんの人数を

□内に数字でご記入ください。 ）

１．両親とお子さん□名

２．ひとり親（母親または父親）とお子さん□名

３．祖父母と両親とお子さん□名

４．祖父母とひとり親（母親または父親）とお子さん□名

５．その他（           お子さん□名 ）

問６ あなた（ご回答いただいている方）は千歳市に通算で何年お住まいですか。（□内に数字でご記入くださ

い。）

通算 □□ 年

お子さんとご家族の状況について
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問７ お子さんの面倒をみてもらえる親族・知人はいますか。（ 1 つに○ ）

１．日常的にいる ２．緊急時にはいる ３．だれもいない

問８ お子さんの子育て（教育を含む）に関して、身近に相談できる先は、誰（どこ）ですか。（ あてはまる

番号すべてに○ ）

１．祖父母等の親族 ２．友人や知人、近所の人

３．市の子育て支援施設や相談窓口

（子育て支援センター、総合福祉センターなど）

４．民生委員・児童委員

（地域子育てサロンを含む）

５．認定こども園、保育所、幼稚園、学校 ６．かかりつけの医師

７．その他（            ） 8．身近に相談できるところがない

問９ あなたは、子育てに関する情報を主にどこから（または、誰から）入手していますか。（ ３つまで○ ）

１．家族、親族 ２．友人や知人、近所の人

３．子育てサークルの仲間 ４．認定こども園、保育所、幼稚園、学校

５．市の子育て支援施設や相談窓口

（子育て支援センター、総合福祉センターなど）

６．そらまちキッズ navi

（市の子育て情報発信 SNS）

７．市の冊子（子育てガイド等） ８．市のホームページ

９．子育て情報誌（市販のもの） 10．インターネットの情報（６、８を除く）

11．その他（             ） 12．情報の入手先・方法がわからない

問１０ 子育てをしていて、特に感じることはありますか。（ ３つまで○ ）

１．子育てに不安や負担を感じる ２．子どもにあたりたくなることや、

子どもをたたきたくなると感じる

３．子どもの食事や栄養に関する不安や悩みを

感じる

４．言葉など知的・精神的な発育に関する

不安や悩みを感じる

５．子どもとの接し方や意思の疎通がうまくいかない

と感じる

６．育児の方法がよくわからないと感じる

７．育児で疲れると感じる ８．自分の時間を十分にもてないと感じる

９．子どもとの時間を十分にもてないと感じる 10．配偶者との関係（育児についての意見の不一致

など）に関する不安や悩みを感じる

11．祖父母との育児方針の食い違いを感じる 12．経済的な不安・負担を感じる

13．その他（                                   ）

子どもの育ちをめぐる環境などについて
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問１１ 今後、もう一人子どもを産む際にためらうことや、心配なことはありますか。（ ３つまで○ ）

１．経済的な理由（子育てや教育などの家計の見通し）

２．年齢的な理由（出産・子育てを行う自身や配偶者の年齢）

３．今いる子どもの子育てで手いっぱい

４．心理的な理由（特に育児へのストレスなど）

５．仕事上の理由（産休が取得しづらい、職場復帰など仕事への影響）

６．社会制度上の理由（保育や教育の情勢への見通しがよくない）

７．健康上の理由（病気、体力的な不安）

８．現在の家庭環境での理由（父親の育児不参加、夫婦の時間が減少、長子の子育ての変化）

９．夫婦関係の理由（配偶者との不仲、関係性の悪化など）

10．社会環境の理由（産科医療体制に不安を感じるなど）

11．その他（                                     ）

12．特になし

問１２ お子さんのお母さんにうかがいます。

父親は育児（家事を含む）にどのくらい関わっていますか。（ 1 つに○ ）

※母子家庭や保護者が祖父母等、お子さんのお父さんがいらっしゃらない場合は問１７へお進みください。

１．希望以上に関わっている ２．希望と同じくらい関わっている

３．希望より関わっていない
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問１３ 父親の現在の就労状況（自営業等を含む）についてうかがいます。（１つに○ ）

フルタイムで就労している １．育休・介護休業中ではない

（１週５日程度・１日８時間程度の就労） ２．育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労している ３．育休・介護休業中ではない

（「フルタイム」以外の就労） ４．育休・介護休業中である

その他
５．以前は就労していたが、現在は就労していない  

６．これまで就労したことがない

問１４ 問１３で「１～４」に○をつけた方にうかがいます。

１週間あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間」を□内に数字（一定でない場合は、もっとも

多いパターン）でご記入ください。

※育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

１週あたり：□日 １日あたり：□□時間□□分

問１５ 問１３で「３～４」に○をつけた方にうかがいます。

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）就労への希望はありますか。（ １つに○ ）

１．フルタイムへの希望があり、実現できる見込みがある

２．フルタイムへの希望はあるが、実現できる見込みはない

３．パート・アルバイト等（ 「フルタイム」以外 ）の就労を続ける

４．パート・アルバイト等（ 「フルタイム」以外 ）をやめて子育てや家事に専念したい

問１６ 問１３で「５～６」に○をつけた方にうかがいます。

就労希望はありますか。（ １つに○ 、あてはまる番号の□内には数字をご記入ください。）

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２．１番下の子どもが □□歳になった頃に就労したい

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

    【希望する就業形態】（ どちらか１つに○ ）

① フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

  ② パートタイム・アルバイト等（フルタイム以外の就労）

             就労日数：１週あたり□日  就労時間：１日あたり□□時間

問 14 へ

問 1６へ

お子さんの保護者 【父親】 の就労状況について
（母子家庭や保護者が祖父母等の場合は記入は不要です）
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問１７ 母親の現在の就労状況（自営業等含む）についてうかがいます。（ １つに○ ）

フルタイムで就労している １．産休・育休・介護休業中ではない

（１週５日程度・１日８時間程度の就労） ２．産休・育休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労している ３．産休・育休・介護休業中ではない

（「フルタイム」以外の就労） ４．産休・育休・介護休業中である

その他
５．以前は就労していたが、現在は就労していない  

６．これまで就労したことがない

問１８ 問１７で「１～４」に○をつけた方にうかがいます。

１週間あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間」を□内に数字（一定でない場合は、もっとも

多いパターン）でご記入ください。

※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。

１週あたり：□日 １日あたり：□□時間□□分

問１９ 問１７で「３～４」に○をつけた方にうかがいます。

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度）就労への希望はありますか。（ １つに○ ）

１．フルタイムへの希望があり、実現できる見込みがある

２．フルタイムへの希望はあるが、実現できる見込みはない

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）の就労を続ける

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外）をやめて子育てや家事に専念したい

問２０ 問１７で「５～６」に○をつけた方にうかがいます。

就労希望はありますか。（１つに○ 、あてはまる番号の □ 内には数字でご記入ください。）

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

２．１番下の子どもが □□歳になった頃に就労したい

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

     【希望する就業形態】（ どちらか１つに○ ）

① フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

② パートタイム・アルバイト等（フルタイム以外の就労）

           就労日数：１週あたり□日  就労時間：１日あたり□□時間

お子さんの保護者 【母親】 の就労状況について
（父子家庭や保護者が祖父母等の場合は記入は不要です）

問 1８へ

問２０へ
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市では子育てしているご家庭の暮らしの状況についてお聞きすることにより、今後の子

育て施策に反映させたいと考えております。設問の中には、収入状況など答えづらい設問

もありますが、ご理解いただき、ご協力くださいますようよろしくお願いします。

問２１ あなたのご家庭の収入（生計が同じである家族の収入すべて）の内訳をお答えください。（ あてはま

る番号すべてに○ ）

１．あなたの就労収入 ２．配偶者の就労収入

３．その他の家族の就労収入 ４．児童手当

５．児童扶養手当 ６．障害年金

７．その他の年金・手当 ８．生活保護費

９．その他（                                     ）

問２２ あなたのご家庭の年間の総収入（税込）はどのくらいですか。家族全員の合計金額でお答えください。

（ 1 つに○ ）

１．0 ～ 200 万円未満 ２．200 ～ 250 万円未満 ３．250 ～ 300 万円未満

４．300 ～ 400 万円未満 ５．400 ～ 500 万円未満 ６．500 ～ 700 万円未満

７．700 ～ 1,000 万円未満 ８．1,000 万円以上

問２３ 過去１年間に経済的な理由で、次のようなことがありましたか。（ それぞれについて１つに〇 ）

よく
あった

時々
あった

まれに
あった

まったく
なかった

１．家族が必要とする食料を買えなかった １ ２ ３ ４

２．家族が必要とする衣服を買えなかった １ ２ ３ ４

３．電気・ガス・水道料金が未払いになった １ ２ ３ ４

問２４ あなたのご家庭の普段の家計についてうかがいます。（ 1 つに○ ）

（ 住宅ローンや車のローンなども支出に含めてお答えください。）

１．黒字であり、毎月貯金をしている ２．黒字ではあるが、貯金はしていない

３．黒字でも赤字でもなく、ぎりぎりである ４．赤字であり、貯金をとりくずしている

５．赤字であり、借金をして生活している

現在の暮らしの状況について
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問２５ 最近１か月のうち、仕事などの事情により、子どもだけで夕食をとらせたことがありますか。

（ １つに○ ）

１．ない ２．１～５回ある ３．６～１０回ある ４．１１回以上ある

問２６ 市内には６か所の「こども食堂」がありますが利用したことはありますか。（ 1 つに○ ）

１．ある ⇒ ２．ない ⇒

「こども食堂」の説明については、別紙の「語句説明一覧」の１番をご参照ください。

問２７ 問２６で「２」に〇をつけた方にうかがいます。

こども食堂を利用したことがない理由はなんですか。（ あてはまる番号すべてに○ ）

１．こども食堂について知らない ２．近くにない

３．利用したい時間に開いていない ４．利用して良いのかわからない

５．利用する必要がない ６．その他（               ）

問２８ 自宅の近くに「こども食堂」があった場合利用しますか。（ 1 つに○ ）

１．利用する ２．利用しない ３．わからない

問２８へ 問２７へ
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問２９ お子さんは現在、幼稚園や保育所など（問３0 に示した施設等）を利用されていますか。（ １つに○ ）

１．利用している  ⇒ ２．利用していない  ⇒

問３０ 問２９で「１」に○をつけた方にうかがいます。

お子さんが平日に利用している幼稚園や保育所など、年間を通じて利用している施設や制度（サービス）

をお答えください。（ １つに○ ）

１．幼稚園 ＜3～5 歳児＞ ２．認可保育所 ＜0～5 歳児＞

３．認定こども園 ＜0～5 歳児＞ ４．小規模な保育施設 ＜0～２歳児＞

５．事業所内保育施設 ＜0～5 歳児＞ ６．その他の認可外保育施設 ＜0～5 歳児＞

７．その他（                                        ）

各施設の説明については、別紙の「語句説明一覧」の２番から７番をご参照ください。

問３１ 問２９で「２」に○をつけた方にうかがいます。

今後の就労見通しなどを踏まえて、どの施設を利用したいと思いますか。また、利用したいお子さんの年

齢をお答えください。（ あてはまる番号に○をつけ、□内に数字でご記入ください。 ）

  ※これらの事業には、保育料などの一定の利用料がかかります。

  ※子どもの受け入れ開始年齢は、各施設により異なります。

１．幼稚園 ＜3～5 歳児＞ □歳から利用したい

２．認可保育所 ＜0～5 歳児＞ □歳□か月から利用したい

３．認定こども園 ＜0～5 歳児＞ □歳□か月から利用したい

４．小規模な保育施設 ＜0～２歳児＞ □歳□か月から利用したい

５．事業所内保育施設 ＜0～5 歳児＞ □歳□か月から利用したい

６．その他の認可外保育施設 ＜0～5 歳児＞ □歳□か月から利用したい

７．利用する予定はない

問３０へ 問３１へ

幼稚園や保育所などの利用について
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問３２ 問３０で「１．幼稚園」と回答した方にうかがいます。

幼稚園の土曜日（開園していない場合）や長期の休み（春・夏・冬休み）の利用を希望

しますか。（ あてはまるものそれぞれに○ ）

土曜日

１．利用する必要はない

２．ほぼ毎週利用したい

３．月に１～２回は利用したい

長期の休み

（春・夏・冬休み）

１．利用する必要はない

２．ほぼ毎日利用したい

３．週に２～３回は利用したい

問３３ 問３０で「幼稚園」以外の回答をした方にうかがいます。

保育所などについて、日曜・祝日、夜間の利用を希望しますか。（ あてはまるものそれぞれに○をつ

け、□内に数字でご記入ください。）

日曜・祝日

１．利用する必要はない

２．ほぼ毎週利用したい

３．月に１～２回は利用したい

夜間

１．利用する必要はない

２．ほぼ毎日利用したい

３．週に２～３回は利用したい

利用したい時間帯

□□時から □□時まで

利用したい時間帯

□□時から □□時まで

お子さんの土曜・休日や長期休暇中の
幼稚園や保育所などの利用希望について
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問３４ お子さんについて、私用、通院、就労等の目的で利用している制度（サービス）は

ありますか。（ あてはまる番号すべてに○をつけ、１年間のおおよその利用日数を

□内に数字でご記入ください。）

利用している事業・日数（年間）

１．一時預かり（一時保育） □□□日

２．幼稚園の預かり保育 □□□日

３. 延長保育 □□□日

４．ファミリー・サポート・センター □□□日

５．休日保育事業 □□□日

６．その他（                           ） □□□日

７．利用していない・利用する必要がない

各事業の説明については、別紙の「語句説明一覧」の８番から１２番をご参照ください。

問３５ 問２９で「２」に○をつけた方にうかがいます。

「こども誰でも通園制度」が創設された場合、利用を希望しますか。（ あてはまる番号 1 つに○をつ

け、 □内に数字でご記入ください。）

１．希望しない  ⇒

２．希望する

     

【こども誰でも通園制度】※国で制度内容を検討中であり、変更になる可能性があります。

親が働いていなくても子どもを時間単位などで保育所等に預けることができる制度。国は令和７年度から

の本格実施を目指しています。

〈制度の概要〉利用対象：０歳６か月～２歳まで 利用時間：月 10 時間が上限 利用料：有料（予定）

問３６ 問３５で「１」と回答した方にうかがいます。

利用しない理由はなんですか。（ あてはまるものすべてに〇 ）

１．利用する必要がない ２．保育の質に不安がある

３．アレルギー対応に不安がある ４．利用上限が短く使いづらい

５．その他（                                      ）

問３６へ

利用したい時間帯

□□時から □□時まで

利用したい日数

１週あたり□日

お子さんの一時預かり事業等の利用について

⇒ 問37へ
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問３７ 問３５で「２」と回答した方にうかがいます。

利用したい理由はなんですか。（ あてはまるものすべてに〇 ）

１．子どもに集団生活を経験させたい ２．子どもに同じ年齢の子どもと交流できる機会を与えたい

３．保育士に子育ての相談をしたい ４．リフレッシュの時間を作りたい

５．１人の時間を作りたい ６．その他（                   ）

問３８ この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の入院など）により、お子さんを『泊りがけ』

で家族以外にみてもらったことはありましたか。（預け先が見つからなかった場合も含みます。）   

（ あてはまる番号①～⑥に○をつけ、１年間のおおよその利用日数を□内に数字でご記入ください。）

利用した事業・日数（年間）

１．あった

① 親族（同居者を含む）・知人にみてもらった □□日

② 子育て短期支援事業（ショートステイ）を利用した □□日

③ 緊急サポートネットワーク事業を利用した □□日

④ しかたなく子どもを同行させた □□日

⑤ しかたなく子どもだけで留守番をさせた □□日

⑥ その他（                  ） □□日

２．なかった

②及び③の事業の説明については、別紙の「語句説明一覧」の１３番、１４番をご参照ください。

問３９ この 1 年間に、お子さんが病気やケガで幼稚園や保育所等を休んだことはありますか。その際、どう対

応されましたか。（ あてはまる番号①～⑧に○をつけ、日数を□内に数字でご記入ください。（ 半日も

１日とカウントします ））

対 応 の 内 容 日 数

１．あった

① 父親が仕事などを休んで子どもをみた □□日

② 母親が仕事などを休んで子どもをみた □□日

③ 親族（同居者を含む）・知人に子どもをみてもらった □□日

④ 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた □□日

⑤ 千歳こどもデイケアルーム（病児・病後児保育事業）

を利用した
□□日

⑥ ファミリー・サポート・センター、
緊急サポートネットワーク事業を利用した □□日

⑦ しかたなく子どもだけで留守番をさせた □□日

⑧ その他（                      ） □□日

２．なかった

⑤及び⑥の事業の説明については、別紙の「語句説明一覧」の１１番、１４番、１５番をご参照ください。

お子さんの病気の際の対応について
（平日の教育・保育施設を利用する方のみ）
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問４０ 問３９で「⑤」に○をつけなかった方にうかがいます。

（１）「千歳こどもデイケアルーム（病児・病後児保育事業）」をご存知でしたか。（ 1 つに○ ）

１．知っている ２．知らない

「千歳こどもデイケアルーム（病児・病後児保育事業）」の説明については、別紙の「語句説明一覧」の

１５番をご参照ください。

（２）問３９で「⑤」に○をつけなかった方にうかがいます。

できれば「千歳こどもデイケアルームを利用したかった」と思われましたか。（ １つに○ ）

※利用に際しては、一定の利用料や給食代がかかるほか、医療機関から「医師連絡書（有料）」の

取り寄せが必要になります。

１．できれば利用したかった ⇒ ２．利用したいとは思わない ⇒

（３） 問４０（２）で「１」に○をつけた方にうかがいます。

できれば利用したかったけれど、利用しなかった理由はなんですか。（ ３つまで〇 ）

１．定員が一杯で利用できなかった ２．定員数が少ないので諦めた

３．他の病児からの感染が心配 ４．利用料がかかる・高い

５．手続きが複雑（手間がかかる）で面倒 ６．家の近くにない

７．電話がつながらなかった ８．その他（               ）

（４） 問４０（２）で「２」に○をつけた方にうかがいます。

利用したいと思わない理由はなんですか。（ ３つまで〇 ）

１．子どもを他人にみてもらうのは不安 ２．定員数が少ないので利用できなさそう

３．他の病児からの感染が心配 ４．利用料がかかる・高い

５．手続きが複雑（手間がかかる）で面倒 ６．家の近くにない

７．親が仕事を休んで対応する ８．自分が看病してあげたい

９．その他

問４０（３）へ 問４０（４）へ
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問４１ 現在、「子育て支援センター（ ちとせっここどもセンターなど）」を利用していますか。（ あてはま

る番号１つに○をつけ、おおよその利用回数を□内に数字でご記入ください。）

１．ちとせっここどもセンター、げんきっここどもセンター、アリス子育て支援センターを利用している

１か月あたり： □回 程度

２．利用していない （下記からあてはまる理由の番号に〇をつけてください）

①子育て支援センターを知らない ②移動手段がない

③雰囲気が苦手 ④家庭や子どもの状況等で行けない

⑤自宅から遠いため ⑥（就労や用事で）利用する時間がない

⑦利用する必要がない ⑧その他（               ）

「子育て支援センター」の説明については、別紙の「語句説明一覧」の１６番をご参照ください。

問４２ 問４１の子育て支援センターの利用について、今後は利用したり、利用日数を増やしたりしたいと思い

ますか。（ あてはまる番号１つに○をつけ、おおよその利用回数を□内に数字でご記入ください。）

１．利用していないが利用したい           １か月あたり：  □回 程度

２．すでに利用しているが利用日数を増やしたい    １か月あたり更に □回 程度

３．新たに利用したり利用日数を増やしたいとは思わない

    ⇒ 理由（                            ）

問４3 市内の次の事業について、認知状況、利用経験、利用希望ごとにお答えください。

（「はい」、「いいえ」のいずれかに ○ をつけてください。）

区   分

認知状況 利用経験 利用希望

知っている
利用したことがある

（現在利用している）
今後利用したい

① 各児童館の子育て支援センター はい いいえ はい いいえ はい いいえ

② 子育て特典カード はい いいえ はい いいえ はい いいえ

③ 産後ケア事業 はい いいえ はい いいえ はい いいえ

④ ちとせ子育てコンシェルジュ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

⑤ ちとせ版ネウボラ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

各事業の説明については、別紙の「語句説明一覧」の１７番から２１番をご参照ください。

お子さんの地域の子育て支援事業の利用状況について
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問４４ お子さんが小学校に入ったら、放課後の時間をどのような場所で過ごさせたいと

思いますか。（ あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ週あたりの日数や時間

について□内に数字をご記入ください。）

放課後の過ごし方で希望する場所

【複数選択可】

１週間で希望する日数 【数字を記入】

１～３年生までの間 ４～６年生までの間

１．自宅 週 日くらい 週 日くらい

２．祖父母宅や友人・知人宅 週 日くらい 週 日くらい

３．習い事（スポーツ、塾など） 週 日くらい 週 日くらい

４．児童館（自由来館） 週 日くらい 週 日くらい

５．児童館（ランドセル来館） 週 日くらい 週 日くらい ⇒

６．学童クラブ 週 日くらい 週 日くらい ⇒

下校時から 時まで 下校時から 時まで

７．放課後子ども教室 週 日くらい 週 日くらい

８．ファミリー・サポート・センター 週 日くらい 週 日くらい

９．放課後等デイサービス 週 日くらい 週 日くらい

10．その他（公民館、公園など） 週 日くらい 週 日くらい

各事業の説明については、別紙の「語句説明一覧」の１１番、２３番から２７番をご参照ください。

小学校就学後の放課後の過ごし方について
（お子さんが５歳以上の方にうかがいます）

問４５（１）へ

問４５（２）へ
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問４５ 土曜日、長期の休み（春・夏・秋・冬休み）についておうかがいします。

（１） 問４４で「５」に○をつけた方にうかがいます。

各期間における児童館（ランドセル来館）の利用希望と利用したい時間帯をお答えください。（各期間

のあてはまる番号に○をつけ、それぞれ利用希望時間について□内に数字をご記入ください。）

期 間 利用希望の有無 【１つ選択】 利用希望時間【数字を記入】

土曜日

１．低学年（１～３年生）の間だけ利用したい

２．高学年（４～６年生）の間だけ利用したい

３．１年生～６年生まで利用したい

４．利用する必要はない

利用したい時間帯

□□時から□□時まで

長期の休み

(春・夏・秋・冬休み)

１．低学年（１～３年生）の間だけ利用したい

２．高学年（４～６年生）の間だけ利用したい

３．１年生～６年生まで利用したい

４．利用する必要はない

利用したい時間帯

□□時から□□時まで

（２） 問４４で「６」に○をつけた方にうかがいます。

各期間における学童クラブの利用希望と利用したい時間帯をお答えください。（各期間のあてはまる番

号に○をつけ、それぞれ利用希望時間について□内に数字をご記入ください。）

期 間 利用希望の有無 【１つ選択】 利用希望時間【数字を記入】

土曜日

１．低学年（１～３年生）の間だけ利用したい

２．高学年（４～６年生）の間だけ利用したい

３．１年生～６年生まで利用したい

４．利用する必要はない

利用したい時間帯

□□時から□□時まで

長期の休み

(春・夏・秋・冬休み)

１．低学年（１～３年生）の間だけ利用したい

２．高学年（４～６年生）の間だけ利用したい

３．１年生～６年生まで利用したい

４．利用する必要はない

利用したい時間帯

□□時から□□時まで
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問４６ お子さんが生まれた時、父母のいずれかもしくは双方が育児休業を取得しましたか。

（母親、父親それぞれあてはまる番号１つに○をつけください。また、「３．取得していない」とした

方は、その理由について、①～⑮から番号を選んでご記入ください。）

母 親 父 親

１．働いていなかった １．働いていなかった

２．取得した（取得中である） ２．取得した（取得中である）

３．取得していない ３．取得していない

  ⇒ 取得していない理由（いくつでも）   ⇒ 取得していない理由（いくつでも）

問４７ 問４６で「２」と回答した方にうかがいます。

育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（ 母親、父親それぞれあてはまる番号１つに○をつけてく

ださい。）

母 親

１．育児休業取得後、職場に復帰した ⇒

２．現在も育児休業中である

３．育児休業中に離職した

父 親

１．育児休業取得後、職場に復帰した  ⇒

２．現在も育児休業中である  

３．育児休業中に離職した  

① 職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった ② 仕事が忙しかった

③ （産休後に）仕事に早く復帰したかった ④ 仕事に戻るのが難しそうだった

⑤ 昇給・昇格などが遅れそうだった ⑥ 収入減となり、経済的に苦しくなる

⑦ 保育所などに預けることができた ⑧ 配偶者が育児休業制度を利用した

⑨ 配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった

⑩ 子育てや家事に専念するため退職した  

⑪ 育児休業制度を知らなかった

⑫ 職場に育児休業の制度がなかった（就業規則に定めがなかった）

⑬ 有期雇用（アルバイト・パートを含む）のため育児休業の取得要件を満たさなかった

⑭ 産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した

⑮ その他（                                 ）

問４８（１）へ

⇒ 問４７へ ⇒ 問４７へ

問４８（１）へ

育児休業や短時間勤務制度などの
職場と子育ての両立支援制度について（すべての方にうかがいます）
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問４８ 問４７で「１」と回答した方にうかがいます。

（１）育児休業からの職場復帰は、「実際」にお子さんが何歳何か月のときでしたか。また、「希望」では

何歳何か月のときまで育児休業を取りたかったですか。（ 母親、父親それぞれ□内に数字をご記入くだ

さい。）

母 親 実際の復帰 □歳 □□か月 希望 □歳 □□か月

父 親 実際の復帰 □歳 □□か月 希望 □歳 □□か月

（２） 問４８（１）で、「実際の復帰」と「希望」が異なる方にうかがいます。

希望の時期に職場復帰しなかった理由についてうかがいます。

Ａ：「希望」より早く復帰した方 （ 母親、父親それぞれあてはまる番号すべてに○をつけてください。）

母 親

１．希望する保育所に入るため ２．配偶者や家族の希望があったため

３．経済的な理由で早く復帰する必要があった ４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

５．職場からの要望（人手不足など）のため ６．その他（           ）

父 親

１．希望する保育所に入るため ２．配偶者や家族の希望があったため

３．経済的な理由で早く復帰する必要があった ４．人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

５．職場からの要望（人手不足など）のため ６．その他（           ）

Ｂ：「希望」より遅く復帰した方 （ 母親、父親それぞれあてはまる番号すべてに○をつけてください。）

母 親

１．希望する保育所に入れなかったため ２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

３．配偶者や家族の希望があったため ４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

５．子どもをみてくれる人がいなかったため ６．その他（            ）

父 親

１．希望する保育所に入れなかったため ２．自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

３．配偶者や家族の希望があったため ４．職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

５．子どもをみてくれる人がいなかったため ６．その他（            ）

（３）育児休業からの職場復帰時には、「短時間勤務制度」を利用しましたか。（母親、父親それぞれあては

まる番号すべてに○をつけてください。）

母 親

１．利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）

２．利用した

３．利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった） ⇒

父 親

１．利用する必要がなかった（フルタイムで働きたかった、もともと短時間勤務だった）

２．利用した

３．利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった） ⇒

問４８（４）へ

問４８（４）へ
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（４） 問４８（３）で「３」と回答した方にうかがいます。

「短時間勤務制度」を利用しなかった理由はなんですか。（ 母親の理由、父親の理由それぞれにあて

はまる番号すべてに〇をつけてください。）

母親の理由 父親の理由

１．職場に短時間勤務制度を利用しにくい雰囲気があった １ １

２．仕事が忙しかった ２ ２

３．短時間勤務にすると給与が減額され、経済的に苦しくなる ３ ３

４．短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる ４ ４

５．配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した ５ ５

６．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する
必要がなかった

６ ６

７．子育てや家事に専念するため退職した ７ ７

８．職場に短時間勤務制度がなかった（就業規則に定めがなかった） ８ ８

９．短時間勤務制度を利用できることを知らなかった ９ ９

10．その他（                        ） １０ １０
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問４９ 千歳市は「子育するなら、千歳市」をキャッチフレーズに様々な支援を実施していますが、「子育ての

まち」としてふさわしい、子育てがしやすいまちだと思いますか。（ １つに○ ）

１．子育てがしやすいまち ２．どちらかといえば子育てがしやすいまち

３．どちらかといえば子育てがしにくいまち ４．子育てがしにくいまち

問５０ 市の子育てに関する取組にどの程度満足していますか。

また、今よりももっと子育てしやすいまちとするためには、どのような取組が重要だと思いますか。

（それぞれ、取組に対する満足度１～４に〇を、より充実してほしいもの３つまで〇をつけてください。）

取組に対する満足度
今
後
、
よ
り
充
実
し
て

欲
し
い
も
の
（
３
つ
）

満
足

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

満
足

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

不
満

不
満

１．子育てに関する切れ目のない相談支援
（子育てコンシェルジュ、ちとせ版ネウボラ、産後ケア、

こんにちは赤ちゃん訪問 等）

１ ２ ３ ４

２．母子ともに健康診査や医療を受けやすい体制
（妊産婦健診、予防接種、妊婦歯科健診、小児医療の充実 等）

１ ２ ３ ４

３．子育て支援に関する情報発信
（子育てガイドの発行、Instagram・ブログなどSNSによる情報

発信 等）

１ ２ ３ ４

４．子育てに関する経済的な支援
（子ども医療費助成、乳幼児紙おむつ用ごみ袋の支給、

保育所等でのおむつ処分支援、所得に応じた第２子保育料の

軽減（０～２歳児） 等）

１ ２ ３ ４

５．子育てを支援する施設・サービスの充実
（子育て支援センター・児童館、

ファミリー・サポート・センター、ちとせ子育て特典カード 等）

１ ２ ３ ４

６．子育てと仕事の両立などを支援する施設・サービスの充実
（認定こども園、保育所、学童クラブ、一時預かり事業 等）

１ ２ ３ ４

７．支援が必要なこどもへのきめ細やかな取組
（発達相談・発達支援、医療的ケアが必要なこどもへの支援 等）

１ ２ ３ ４

８．心のケアを必要とするこどもへの支援
（スクールカウンセラーの配置、教育相談 等）

１ ２ ３ ４

９．学校の教育環境の充実
（ICTの活用、心の教育、国際化に対応した教育の推進 等）

１ ２ ３ ４

１０．こどもの安全確保に関する取組
（交通安全教室、千歳っ子見守り隊、子ども110番の家 等）

１ ２ ３ ４

１１．こどもの権利を守るための環境づくり
（人権教室 等）

１ ２ ３ ４

１２．男性の子育ての参加促進
（育児休暇制度の啓発、男性向け子育て講座 等）

１ ２ ３ ４

これからの子ども・子育て支援全般について
（すべての方にうかがいます）
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問５１ 問５０で「今後、より充実してほしいもの」に〇をつけたことなど、市に実施してほしい子育て支援や

環境づくりについて、ご意見がありましたら、ご自由にご記入ください。

ご協力いただきありがとうございました！
切手は貼らずに同封封筒に入れ、ご投函ください。
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語句説明一覧

番号 用語名 用語の説明

1 こども食堂
こどもが一人でも安心して入ることができる食堂で、主にボランティ

アで運営され無料または安価で食事を提供し、みんなで楽しく交流で

きる場所

2 幼稚園
小学校に入学してからの教育の基礎をつくるための幼児期の教育を行

う施設

（利用できる子どもの年齢：３～５歳児）

3 認可保育所

仕事などのために家庭で保育ができない保護者に代わって、夕方まで

保育する施設

※利用には、「保育の必要性」の認定が必要

（利用できる子どもの年齢：０～５歳児）

4 認定こども園

幼稚園と認可保育所の機能や特徴をあわせ持ち、地域の子育て支援も

行う施設

※利用には、「保育の必要性」の認定が必要

（利用できる子どもの年齢：０～５歳児）

5 小規模な保育施設

比較的少規模（定員６～１９人）な環境で、きめ細かな保育を受ける

ことができる施設

※利用には、「保育の必要性」の認定が必要

（利用できる子どもの年齢：０～２歳児）

6 事業所内保育施設

会社の事業所の保育施設などで、従業員の子どもと地域の子どもを一

緒に保育する施設

※利用には、「保育の必要性」の認定が必要

（利用できる子どもの年齢：０～５歳児）

7 その他の認可外保育施設

２番～６番にあてはまらない保育施設で、企業主導型保育所（従業員

の子どものための保育施設で地域の子ども（地域枠）も受入可能な保

育所）、夜間保育所（夜間に仕事をしている保護者のための保育所）、

へき地保育所（市街地から離れた地域の子どものための保育所）が該

当

8 一時預かり（一時保育）
保護者の急な病気、週に１～３日程度の就労・就学や育児疲れ解消な

どのため、日中の保育が必要なときに、子どもを一時的に預かる事業

※利用には事前の登録と一定の利用料が必要

9 幼稚園の預かり保育
通常の幼稚園の教育時間の前後や長期休暇期間に、在席している園児

を預かる事業

10 延長保育
保育所などで、通常の保育時間（標準時間：１１時間、短時間：８時

間）を延長して保育を行う事業

11
ファミリー・サポート・
センター

子育ての援助を「受けたい人」（依頼会員）と「行いたい人」（提供

会員）をセンターが繋いで、子どもを預かる事業

※利用には事前の登録と一定の利用料が必要

12 休日保育事業
仕事のなどのために日曜・祝日に家庭で保育ができない保護者に代わ

って保育する事業

※利用には、「保育の必要性」の認定が必要

13
子育て短期支援事業
（ショートステイ）

保護者が病気や出産などで、昼夜の養育ができないときに、子どもを

短期間、宿泊で預かる事業

※利用には一定の利用料が必要

14
緊急サポートネットワーク
事業

子どもの急な発熱で保育所に預けられなくなったときや、急な出張で

宿泊の預かりが必要となった場合などに、一時的に預かりを行う事業

※利用には事前の登録と一定の利用料が必要
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番号 用語名 用語の説明

15
千歳こどもデイケアルーム
（病児・病後児保育事業）

病気中または病気の回復期で集団保育が難しい子どもを、仕事の都合

などで家庭で保育できない保護者に代わって一時的に預かる事業

※利用には事前の予約と一定の利用料が必要

16 子育て支援センター
小学校入学前の子どもと保護者が気軽に訪れ、一緒に遊んだり、交流

したり、子育て相談ができる施設

17
各児童館の

子育て支援センター
市内の全児童館で、子育て支援センターの役割を果たしているもの

※子育て支援センターの説明は 1６番を参照

18 子育て特典カード
１８歳までの子どもがいる世帯や妊娠中の方がいる世帯に、商品割引

などを受けることができる特典カードを交付する事業

※特典を受けられるのは市が協賛店として認めた店舗・施設でのみ

19 産後ケア事業
産後の心身の不調や育児の不安などを解消するため、助産師がケアを

行う事業

※利用には一定の利用料が必要

20 ちとせ子育てコンシェルジュ
子育て支援センターで、保育士などの資格を持つ子育てコンシェルジ

ュに子育てに関する悩みなどを相談できる事業

21 ちとせ版ネウボラ
総合福祉センターや子育て支援センターなどで、保健師や助産師、子

育てコンシェルジュなどに妊娠・出産・子育てに関する相談ができる

事業

22 こんにちは赤ちゃん訪問
生後４か月までの赤ちゃんがいるすべての家庭に助産師や保健師が訪

問して、赤ちゃんと母親などの健康の保持・増進を目的に保健指導な

どを受けることができる制度事業

23
児童館
（自由来館）

小学校などの放課後や土曜日・長期休業期間に、指導員が見守る中で

子どもが安心・安全に過ごすことができる施設

※ランドセルを背負ったままの利用は不可

24
児童館
（ランドセル来館）

学校帰りにランドセルを背負ったまま児童館に行くことができる事業

※利用には事前の登録が必要

※土曜日や長期休業期間も利用可能

25 学童クラブ
仕事や病気などで保護者が昼間留守となる場合に、指導員が付いて、

遊びや生活の支援を行う事業

※利用には事前の登録と一定の利用料が必要

26 放課後子ども教室
地域ボランティアの方などの協力で、子どもが小学校などで学習、ス

ポーツ、文化活動などを体験する取組

27 放課後等デイサービス

小学校の放課後や長期休業期間に、発達に心配がある子どもに対して

生活能力の向上のために必要な訓練などを行う事業

※利用に一定の利用料が必要

※支援の必要性を認められることが必要


